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自主的審議事項

中郷区地域協議会 令和5年度活動報告会

中郷区型コミュニティバスのあるべき姿について

審議開始日 令和4年 7月26日

令和５年度 地域独自の予算事業を活用して、

「タクシーでの移動に慣れてもらおう」 「運行の改善点を聞いてみよう」

中郷区型コミュニティバスのあるべき姿とは？？？

令和４年度に実施した住民アンケートの結果から

●公共交通の充実

●高齢者・子どもの居場所づくり

●登下校の安全対策

５年前に比べ、利用者数は約半分に減少。1便当たり
の平均利用者数が1.0人未満となり、現在の公共交通
（乗合タクシー）を維持することは困難

乗合タクシーを利用しない理由は？ 地域の助け合いによる
必要な移動手段を検討
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つなげるコミュニティ区内巡回ツアー運営事業

・企画運営は、高齢者や子どもとの交流がある「一般社団法人中郷区さとまる学校」に委託

・貸切タクシーを使って、中郷区内を巡回する運行を３月末までに２０回実施（予定を含む）

令和5年度地域独自の予算事業

「初めて〇〇に来られてよかった」、「駅の歴史や
文化財の説明を聞けて楽しかった」、「知らない中
郷区のことをもっと知りたい」など、参加者からは
好評だったが・・・・

乗合タクシー利用者や外出に困っている人の参加
が少なく、今後の運行につながる意見が少ない。

乗合タクシー運行事業者２社の内の１社が撤退したため、運行範囲や運行便を減らしての継続となった。

岡沢雪郷ロッジ 片貝縄文資料館 泉縄文公園 片貝からの妙高山二本木駅

“助け合いによる 移動支援サービス”を開始

いつまでも住み続けたいまちづくりを目指し、

令和7年４月から

移動支援サービスの内容を具体化する

【目的地の選定】 ⇒ 【運行範囲の設定】
買い物に行きたいお店はどこ？ かかりつけの病院は？ 銀行や郵便局には月に何回行く？
どこの美容院や床屋に行ってる？

【運行体制の確保】
運行は誰が行う？ どんな車が必要？ 運転手は？ 予約は？ 利用者の負担はいくら？
何時から何時までの運行が必要？

令和６年度地域独自の予算事業

「（仮称）さとまるバス」の運行による検証事業

※令和６年度予算での実施となるため、上越市議会での議決後に正式決定
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②移動手段に不安があるため、運転免許証の返納をためらっている人

①乗合タクシーを利用している人、乗合タクシーは利用していないが、移動手段に困っている人

移動手段に困っている人の声を聞かせてください

新しい移動支援サービスは、実際に利用する方のご意見を

できるだけ活かした運行を目指します!

午後〇〇時の運行が
あるといいな

〇〇スーパーや〇〇病院まで
行けたらいいな

家の近くまで送迎が
あるといいな

〇〇な運行があれば、運転免許証を返納したいんだけどなあ

地域協議会に寄せられた保護者の声

近所に遊べる友達がいない

友達の家まで遠く、気軽に集まれない

少人数の限られたコミュニティの中では、
将来のコミュニケーション能力が不安

親同士の遠慮がある、送迎が負担

「子どもの い～場所開設事業」 提案

子どもの い～場所開設事業

令和６年度地域独自の予算事業 ※令和6年度予算での実施となるため、上越市議会での議決後に正式決定

子どもが気軽に集まり、子ども同士
で自由な活動ができる場所を開設
し、子どもたちにとっての「居場所」
を探りたい
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・管理人の常駐する公共施設で開設
（中郷総合体育館、はーとぴあ中郷、片貝縄文資料館、中郷コミュニティプラザ）

〇中郷小・中学生を対象とした、子どもたちだけで過ごせる場所を提供

・居場所とする予定の各公共施設で日頃から活動をしている団体等に声がけし、
子どもたちの見守りを兼ねた活動を推進

・小学生の下校時間が比較的早い日を開設日とし、２学期から月１回程度の開設を想定

「子どもの い～場所開設事業」概要

・参加する子どもたちの移動は、下校時はスクールバス等既存の移動手段を利用し、
居場所からの帰宅は、保護者の迎えまたは送迎

子どもたちの生きる力や社会性を向上

安心して子育てできる環境づくり

新たな居場所としての定着、選択肢の充実

期待する効果

地域の魅力向上

自分が得意なことを子どもたちに教える出番づくり

子どもたちが い～場所での い～思い出と共に
「ずっと大好き中郷！」の気持ちを持ち続けてほしい
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＼もっとこうして地域を良くしたい／

中郷区をもっと元気に！ もっと住みやすく！
皆さんの思いをかたちにしませんか

令和5年度中郷区地域協議会報告会

補助対象経費の

を支援します（金額の上限なし）

10分の7

提案できる団体

○市内で活動する団体及び法人
政治活動や宗教活動を目的とする団体等は含みません

対象となる公益性のある取組

①地域の資源を活用した取組
例えば、特産品開発、販売促進、就業促進、交流人口増など

②地域の暮らしやすさにつながる取組
例えば、生活支援、郷土愛の醸成、人材育成など

○年間を通して随時受け付けています
○翌年度に実施したい取組は8月末までにご相談ください

※取組内容の調整が生じる場合もあるため、
お早めのご相談をお願いします

※以下に該当する取組や経費は対象となりません。詳しくはお問い合わせください
✓新たな公の施設などのインフラ整備 ✓単なる備品の購入など地域の活動が伴わない取組
✓補助対象者の運営のために充てられる経費 等

まずはお気軽にご相談ください

補助率の上限

提案の期限

地域独自の予算

令和6年度 中郷区で実施（予定）の地域独自の予算事業

事業名 提案団体 実施主体 予算額（千円）

1 「（仮称）さとまるバス」の運行による検証事業 中郷区地域協議会 市（委託） 1,735

2 子どもの い～場所開設事業 中郷区地域協議会 市（委託） 774

3 中郷区高齢者いきいき支援事業 中郷区老人クラブ連合会 中郷区老人クラブ連合会 816

4 縄文の郷事業 縄文学校 縄文学校、市（委託） 469

5 第6回二本木駅鉄道まつり事業
NPO法人
中郷区まちづくり振興会

NPO法人
中郷区まちづくり振興会

2,352

6 小さな地域で始める共生のまちづくり事業
一般社団法人
中郷区さとまる学校

一般社団法人
中郷区さとまる学校

1,163

7 中郷区空き家相談窓口設置事業
一般社団法人
中郷区さとまる学校

一般社団法人
中郷区さとまる学校

182

8 「こ食」解消で健康な身体づくり事業
一般社団法人
中郷区さとまる学校

一般社団法人
中郷区さとまる学校

688

中郷区計 8件 8,179

※令和6年度予算での実施となるため、上越市議会での議決後に決定



6

中郷区地域協議会
令和5年度 活動報告会

R6.3.2

中郷区地域活性化の方向性

令和５年度 中郷区地域協議会 活動報告会

地域協議会委員と話そう！ 意見交換会

基本理念の策定と今までの流れ

区内に住むすべての皆様の声を聴きたく令和４年度に各組織、団体との意見交換や小中学生を含む全
世帯アンケート調査を行い、一般区民や組織、団体の皆様から「中郷の魅力を活かした楽しいまちづ
くり」「雪や公共交通など他人事ではなく自分事を意識したまちづくり」という声や想いをいただき
ました。その声や想いを整理し「ふるさと中郷の愛情がいつまでも続いていくような地域をつくって
いく」ために中郷区地域協議会は地域活性化の方向性の理念を次の通り定めました。

「ずっと大好き中郷！未来へのバトン」をキャッチフレーズに
いつまでも住みつづけたいまちづくりを目指します。

住民の皆さんや地域にかかわる様々な組織、団体がお互いの立場を尊重しながら協力し合い、課題解
決に向けて取り組むことや地域の活動に参加することで地域愛を深め「あんしん」「よろこび」を感
じながら笑顔で暮らし続けることのできる地域、ずっと住み続けたくなる地域をつくっていきましょ
う。また、中郷の特色でもある「地域の子どもは地域で育てる」を次世代に継承し、世代間交流を図
りながら持続可能なまちづくりを進めましょう。
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地域住民

■意見交換会・座談会への参加
■情報共有と広報活動への協力
■指導者、協力者としての参画

住民組織・団体

■事業の企画・実施・運営事務
■広報活動
■指導者、協力者の育成

地域協議会

■他地域で実施された効果的な
事業やノウハウの提供

■広報活動への協力
■独自予算の審議
■分科会会議での議論・情報提供

行 政

■住民の声の抽出
■区独自予算の提案
■ハード・ソフト事業の推進

【各主体の役割と共通する要素】

◇地域で子供を育てるまちづくり（共育・世代間交流）

◇子育てを楽しめるまちづくり（居場所・選択肢の充実）

◇“つながり”で支え合うまちづくり（雪対策・公共交通）

◇人を活かすまちづくり（互いを認め合う心の醸成・共生・地域の宝）

共通要素

①・地域で子供を育てるまちづくり（居場所・出番つくり・選択肢の充実）

・子育てを楽しめるまちづくり（支え合い・交流）

・人を活かすまちづくり（互いを認め合う心の醸成・共生・地域の宝）

②・“つながり”で支え合うまちづくり（雪対策・公共交通・世代間交流）

基本理念を実現するために必要な要素
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◇地域で子供を育てるまちづくり（共育・世代間交流）

◇子育てを楽しめるまちづくり（居場所・選択肢の充実）

◇人を活かすまちづくり（互いを認め合う心の醸成・共生・地域の宝）

【子どものい～場所開設事業】

・子供たちが心身共に元気で成長できる居場所をつくる。

・子供たちの習い事ややりたいスポーツ、文化など選択肢を広げる。

・自分が得意なことを子供たちに教える出番をつくる。

令和６年度構成要素をもとに行う地域独自の予算事業

共通要素①

共通要素②

◇“つながり”で支え合うまちづくり（雪対策・公共交通・世代間交流）

「(仮称）さとまるバス」の運行による検証事業

・誰もが交流でき、想いの声をだせる地域をつくる。

・人と寄り添い、育み、学ぶことのできる地域をつくる。

・細やかな移動手段による世代間交流のできる地域をつくる。

・「雪」に対する不安を解消できる地域をつくる。

・「公共交通」に向き合い解決できる地域をつくる。

令和６年度構成要素をもとに行う地域独自の予算事業
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令和６年度地域独自の予算（中郷区）事業

「（仮称）さとまるバス」の運行による検証事業

【デイスカッション】

Q：あなたが移動手段に困ったとき・・

年齢やその時の生活状況の想像

Q：移動支援を求めるなら

①どこへ行きたいですか？

②そこへ行く目的は何ですか？

③どのような移動手段を求めますか？


